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「地域の中で普通の暮らしを支えます」の理念のもと、職員は「普通の暮らし」が一人ひとりの利用者にとってどうい
うことなのか考えながら支援している。病院の帰りに馴染みのコーヒーショップに寄ったり、お姉さんのように慕って
いるおせんべい屋に職員と一緒に出掛けたり、入浴も基本的には週３回だが、利用者が希望すれば毎日入ったり
寝る前に入ったりすることができるなど個別に支援をしている。ハーモニカや手品などのボランティアが来たり、シル
バー大学校の実習生を毎年受け入れたり、事業所のお祭りには近所の人が来てくれるなど地域との交流もある。
運営推進会議に利用者と家族の代表として順番に毎回交代で参加し質問・意見・要望を言えるなどの取組もあ
る。訪問看護による健康チェックが毎週行われ、法人会長（医師）の訪問、協力歯科医による月一回の口腔ケアも
あり、同法人内の医師や作業療法士などにいつでも相談できるなど、医療機関との連携・協力関係ができており、
医療面でも家族が安心して利用者を託すことができる事業所である。






















